
家棟川ビオトープ 魚の観察会を 

開催しました～(^･^)♪ 
平成２５年９月１４日（土）９時から野洲市野田地先にある家棟川ビオトー

プで魚の観察会を開催しました。 

今年１回目の観察会で、晴天に恵まれ、けが人もなく無事観察会を終える

ことが出来ました。公募で集まっていただ 

いた家族連れや個人の方々３２名とスタッ 

フ１９名の計５１名で、船に乗って家棟川で 

魚を捕まえたり、ビオトープの池に入って 

魚類や昆虫等を捕まえたり、野草の天ぷら 

による試食を行いました。 

家棟川では、投網と刺し網で魚の捕獲を

行いました。琵琶湖の固有種であるビワヒガ

イが捕獲できたのをはじめ、カネヒラや外来

魚であるブラックバスが捕れました。 

ﾋﾞｵテープの池では、メダカが大量に捕獲

できたほか、ニゴロブナやヌマムツ、カワヨシ

ノボリなどの魚が捕れました。また、水性昆

虫では、タイコウチやガムシが捕れました。 

講師の先生から、魚の特徴や見分け方、

水生昆虫の不思議な生態などの説明を、み

んな興味津々で聞いていました。 

 

船に乗って家棟川へ 

投網で魚の捕獲に挑戦 

ビオトープの池で魚捕り 



さらに、ビオトープの池にはブラックバス等

の外来魚は今年もいなかったので、良好な環

境が保たれていることも確認できました。 

最後に全員そろっての記念撮影をした後、

ビオトープ内で採れた野草の天ぷらをみんな

で試食しました。くずの芽や花、ヨモギ、セイ

タカアワダチソウ、ドクダミ、ツユクサなどの

野草の天ぷらを食べると、『ツユクサはたべ

やすい。ヨモギは香りがいい。セイタカアワダ

チソウはクセがある。』など、いろんな感想が

子どもたちから聞こえてきました。おにぎり

を持参している参加者の方々もおられ、楽し

い時間を過ごしていただきました。 

 参加してくれた子どもたちから、 

また参加したいという声もいただ 

きました。次は、来年春に自然観 

察会を開催予定ですので、多数の 

ご参加お待ちしております！！ 

 

捕獲した生き物を観察 

野草の天ぷらを試食 

参加者全員で記念撮影 
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